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(
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論
就
資
本
の
實
艘
：に
就
て

 

ノ 

飨
八
號 

1

C

之
を
解
す
る
は
却

'
て
益
.
な
き 

'

同
時
に
餘

&

に
。之
を
狹
く

•
解
す
る
も
亦
障
げ
な
き
に
非

&
. 

ず
、而
し
て
。此
彈
力
性
の
存
す
る
事
實
こ
そ
經
濟
學
«
及
經
世
家

の

#

に
注
意
す
可

き

所
に

し 

て。國
富
の
僧
加
を
訐

h

經
濟
の
發
展
を
期
す
る
上
よ
ぅ
云
へ
ば
務
め
て
此
：彈
カ
を
利
用
し
て 

資
本
れ
る

®

貨
の
充
實
を
訐
ら
ざ
る
可

&

ず
。蔻
し
近
世
の
經
濟
組
織
に
於
て
は
資
本
利
用
の

. 

龅
圆
は
殆
ん
ど
典
窮
極
す
る
所
を
知
ら
ざ
る
の
有
欉
な
れ
ば
な

6
 (

未
完

)

：̂«,, •：；し:、+.く ぐ,_. c ： <fpx

: :

1:

開戦前後の

金
融
市
場
日
誌

七
月
ニ
十

H

日
塊
地
利
は

>

ル
グ
ゃ

r
R

覺
書
を
送
ぅ
、四十
八
時
間
以
內
.の周
答
を
求
む
。
 

七
ァ
ニ
十
：

=
X

日
澳
國
の
通
牒
は
露
國
內

1 ]

會
議
の
議
題
に

#

せ
.

ら
る
。英
國
粧
在

_

逸
大
使 

は
英
國
外
務
省
に
覺
書
を
送
ん
塊
國
の
態
度
を
辯
明
し
併
せ
て
獨
逸
政
苻
が

當

該

事

降
を 

係
爭
國
間
の
問
題
に
局
限
す
る
の
希
望
を
有
す
る
こ
ど
を
聲
明
す

。

»

七

月

一

一

十

五

日

，

セ
,グ
ヰ

.
ァ

は

澳

地

利

の

覺

書

に

答

へ、

燠
國
政
府
が
此
囘
答
に
滿
足
せ

ざ 

る
^

&
 

R
は
、事
件
を
仲
裁
忙
付
す
る
の
澈
嚮
あ
る
こ

$

を
以

.て
す
。塊

地

利
«-
セ

ル

グ

キ

ァ 

の

0答
に
滿
足
せ
す
、直

it
.ベ
ル
グ
ラ

I

ド
に
於
け
る
塊
國
公
使
の
退
去
を
行
ふ
。

七
月
ニ
十
六
日
英
國
海
填
猶
は
第
一
艦
隊
の
兵
員
を
補
充
す
。

焚

卷

(

九六三

)

論
說
歐
洲

I

前後の偷敦金

M

裏
 

第
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'

歐
洲
開
戰
前
後
の
偸
敦
金
融
市
場
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歐
洲
捌
戦
前
後
の
偷
鞔
金
融
市
勘

 

瑢

八

贼

3I
S 

七
月
ニ
十
七
日

「

タ
外
ム
ス

i

は
興
祉
說
に
於
て
、英
國
艦
隊
，の
集
中
を
以
て
、今
後
國
说
的
利

»
 

を
S

議
す
る
手
段
に
備

.
ふるものなるこどを

主
張
す
。サ
ー
、工
ド
フ

I

ド
、グ
レ
ー
は
下
院 

に
於

'て
、係
爭

關

係
外
の
諸
國
の
會
商
に

.
關
す
る
提
案
を
發
表
し
、其
怫
伊
.爾
國
の
賛
成
を
得 

,

た
る
も
、獨
逸
外
務
大

B I

の
峻
拒
す

f

所yj

爲れるこどを附

言

す。

«
%
;
フ
ダ
ぺ

ス
f

フ
.ラ
ッ
セ

^

の，各
株
式
取
引
所
幷
に
巴
里
の
ク

1

ジ
I

ス
盡
く

pf
j

ff
i

せ 

.

ら一る
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七
月
ニ
十
八
日

 

'燠
地
利
は
.セ

.

セ
ル
グ
キ
ァ
國
汽
船
を
補
獲
す
、

 

,

七
月
ニ
十
九
日
伯
林
株
式
取
引
所
閉
纖
せ
ら
れ
、偸
敦
株
式
取
引
所
に
於
て
は
，七
筒
の
商
會 

1
支
拂
を
停
止
す
。

㈱

逸
a

ff
i

英
國
大
使
は
本
國
外
務
大
臣
に
宛
て

「

英
國
の
‘局
外
中
立
に
對
す 

る
代
償
ヾ

」

し
て
、獨
逸
政
府
は
怫
蘭
西
に
領
土
上
の
侵
窖
.を
加
べ
ざ
る
こ

S

#;
國
殖
民
地
に 

對
し
て
は
、同

1

の
®

言
を
爲
す
能
は
ざ
る
こ
ビ
、獨
逸
の
敵
國
が
和
蘭
の
中
立
を
尊
重
す
る 

以
上

^

歸
逸
亦
同

】

の
德
度
に
出
づ
る
の
證
言
を
爲
す
こ
ど
、白
耳
義
に
於
け
る
獨
逸
の
行 

動
は
怫

_

西
/
0
.行
動
に
依
て
自
ら
定

.ま
る
可
し
ビ
雖
も
、

0

洱
義
：に
し
て
獨
逸
に
敵
對
せ
ざ
る

以
上
は

®

後
白
耳

_

の
保
全
を
尊
重
す
る
こ

>
J
j

の
諸

®

を
獨
逸
外
務
大
臣
ょ

^S

聽
取
し
た 

る
の
馄
報
を
送
る

。

. '

七

月三
十

！：：

英

蘭

鈒

行

は

削

引

步

，合

，を

三

分

ょ

6

四
分
に
引
上
ぐ
»
蘭
政
府
局
外
中
立
を 

宣
F
t

吳
國
中
立
に

®

す
る
»

逸
の
提
議
拒
絕
せ
ら
る
。獨
逸

.

帝
國
.

宰
.相
は
露
國
の
勸
員
に 

#
し
て

4'
靜
な
る
能
は
ざ
る

こ
ど

を
關
陳
す
。

K

ス
キ
ス
氏
は
下
院
に
於
て
自
治
法
修

T i

集 

の討
！！

延

期

を

請

求

す

。

『

タ

ィ

ム

ス1

は
其
社
說
に
於
て

I

國民：生活
の
最
大
要
素
た
る
自
己
.防
 

衛
の
精
神
に
，訴
ふ
る
す
き
は
、政
府
の
平
和
を
維
持
せ
ん
ど
す
る
計
畫
の
失
敗
し
た

'

る
場
合 

に
、英
國
幷
に
友
國
の
安
全
を
期
す
る
爲
め
に
、全
力
を
擧
げ

.t

敵
國
を
擊
つ
可
き
こ

I

切 

言
す
。勞
働
鐵
：總
會

R
:

於
て
英
國
が
禍
飢
の
渦
中
に
投
せ
ざ
る
こ
ど
を
希
題
す
る
決
_
案
成 

立
す
。地方
豫
備
兵
召
集
せ
ら
る
。

七
月
三

'
十
一
.
.日

偷

敦

株

式

取

^ !

所
動
錙
せ
ら
る
。英
蘭

.銀
行
の
：割
引
步

'合
八
分
に
上
進
す

0
ナ 

シ
ヨ
ナ
ル
ぺ
ン
チ
ー
銀
行
支
狒
を
停
止
す
。ア
ス
キ
ス
氏
は
下
院
忙
於
て
露
國
動
員
の
事
實 

を
報
遨
す
獨
逸
は

»

西
2 5

に
對
し

"
十
ニ
時
間
两
に
動
員
•を
中
止
す
可
き
最
後
通
牒
を
雙
し 

同
時
に
佛
關
西
に
對
し
て
は
十
ニ
時
問
內
に
典
態
度
を
宣
明
す
可
き
こ
ビ
を
製
泶
す
。

姑
八
怨

(

九
六
：土

)
1

E

節
麗
前
後
の
偷

f

融
市
勘
 

第

益

‘

#
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市
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第
八
城
五
六

A

月
1

日
.

.

英
願
银
行

0
0
引
步
合
一
割
に
上

*

す

。伊
太
利
政
府

.

局
'外
中
立
を
宣

.

言
す
。塊
地 

利
の
動
員
完
成
す
。獅
逸
、

^

西
瓯
に
對
し
て
宣
戰
す
。は
里
鮏
在
英
國
大
使
は
.怫
圃
西
が
國
境 

に
於
け
る
獨
逸
の
軍
事
行
勸
に
顧
み
て

.
•

動
員
令
を
下
し

_

作
る
こ
ど
を
報
告
す
。

A

月
ニ
日

1

部
分
的
モ
ラ
ト
リ
ユ
丨
ム
實
行
せ
ら
れ
、又

r.

銀
行
休
日

J

は.

六
日
ま
で
延
長
せ

&

る。
 

英
國
海
瑀
豫
備
兵
の
動
眞
行
は
る
ト̂
ラ
フ
ァ
ル
ガ
ー
、ス
コ
エ
ー
ャ

J

に
非
戰
會
合
開
催
せ
ら 

る
。ル
ク

.

セ
ン
ブ

,
ダ
駐
在
公
使
は
獨
逸
軍
隊
が
千
八

W

六
十
七
年
の
條
約
に
.違
背
し
た
る 

こ

V
J

を
報
告
す

..
^

I

、チ
ド
ソ
ー
ド
、グ
レ

I
I

は
內
園
會
議
後
英
國
駐
在
怫
國
大
使
力
ム
ボ
ン 

成
に
對
し

『

獨
逸

«

隊
に
し
て
、海
峽
を
侵
す
か
、又
は
北
海
を

®

由
し
て
、怫
廳
西
の
沿
岸
葙
し 

く
は
商
船
に
敵
對
行

®

を.

爲
す
ど
き
は
、英
國
艦
隊
は

‘.

其V

保
議
に
全
力
を
致
す
可
き
こ
ビ

j

を

:

通
街
す

•

. 

.

. 

'

:

.

A

月三日獨逸

_は
白
耳
義
に
對
し

’好
意
的
中
立
幷
に
白

®.
義
に
.於
け
る
觸
逸
軍
隊
の
通
過 

を
®

求
し

-之
に
對
す
る
代
償
ビ
し
て
、白
國
の
獨
立
を
保
全
す
可
く
、之

*
を
拒
絕
し
れ
る

V
J

き 

に
は
、敵
國
を
以
て
巡
す
可
き
こ
ビ

.
#逾

: #
す
。白

»

||
は
即
時
以
上
の
通
.吿
を
英
怫
雨
國
に 

知
照
す
。聖
彼
得
堡
派
遺

>
 
イ
.テ
ル

11
信
員
は
露
都
に
於
け
る
英
露
國
段
交
歡
の
狀
況
を

«

■*
:-
.
.
-
.へ
-

.

.

-

-

.

.

.

-
 

» 

.
 

; 

■

.

道
す

• 

.

ノ
乃

a

日

®

逸
は
白

2

に
對
し
て
、武
力
を
以
て
要
求
を
强
行
す
る
こ
ど
を
脅
か
し
、獨
逸 

軍
隊
は
白
耳
義

S

を
侵

し
/

モ
丨
ジ
ぶ
塞
に
勸
降
書
を
送
る
。テ
丨
、エ
ド
ヌ
丨
ド
、グ

ン
I

■ 

. 

fミ

、ズ

I

k
て
の
行
動
に
出
づ
る
こ
ど
を
通
吿
す
可
き
旨

」

を
電
命
す
。英
國
陸

®

の

S

 

$

丨
れ
政
府
は
午
後
十
一
時
を
湖
し
て
獨
逸

R
宣
職
を
布
吿
す
。

,

.

八

は

? 0
炎
國
?

海
上
保
險
の

|

採
用
？

ふ

|

卿

て

1

ご

ゲ

7

ァ
ン

,

• 

, 

*

，，
-

J 

V 

 ̂

〜 

TT"*J

.雨
氏
官
職
を
辭
し
、キッ
ー
ナ
ー
卿

s

i

E

R

茌
命
せ
ら
る
。

八
m

a

英
備
銀
行
の

'

锏
引

S

六
分
に
引
下

f

b

l

國

踅

S

大
使
歸
國
の

.

! !
! 1
:

_

? 1
1 !
董

ユ
y

布
政
ガ
系
免
の
，

?

實
施
せ
ら
る

Q

英
，國

..f

銀
行
營
業
を
關
始
す
。制
限
的
モ
ラ
，
 

今
1

(

九六七

)
g

說
欧
洲
緩
前
後
の
倫

I

f

揚 

第
$

モー

人 途  

海 に



ズ

卷

(

丸六八

)

 ̂

 ̂

M

洲
■

前
後
の
偷
敦
鑫
市
揚

 

雙

虢

Y
1

.

腧
敦
金
融
市
場
の
基
礎
.：

五
八

要
す
る

R

歐
濟 

の
榄
亂
に

0k 

に
突
發
し
、其
態

ビ
共
に
、稍
や
鎭
靜
の

a

上
の
日

e

を
通
讀
す
る

k

き
は
、偷
敦
金
融
布
場
に
幾
來
し
れ
る

&

ff
•は 

大
陸
■
國
に
於
け
る
第
事
的
行
動
幷
に
此
行
勸
に
關
聯
す
る
大
陸
識
國
市
場 

•大
陸
.の
動

m

化
對
し

.て
、英
國
が
如
何
な
る
態
度
に
出
づ
る

や、
不

定

'

?

し

間 

E .
決
定
し
て
、
»

逸
に
對
し
て
、敬
對
行
動
を
取
る
こ

^

の
明
瞭
マ

j

爲
れ
る 

狀
條
に
復
歸
せ
る
も

0

ぐ
し
認

む
可

く
、觅
に
他
の
方
两

ょ
ぅ

見
れ

ば、
英
國
政
府
が
徳
度
の
不
明 

を
裝
う
て
、開
戰
の
準
備
行
動

R

着
手

-L
つ
，
あ
る
間
に
、大
に

.金
融
市
場
の
平
安
を
破
れ
る
.も 

0

W

も
考
ふ
る
を
得
べ
し

*

英
國
の
如
ぎ
之
を

.表
®

ょ

P
Mれ
ば
、正
«
準
備
の
璺
富
に
し
て 

文
準
備
比
牵
の
極
め
て
滎
固
な
る
英
蘭
銀
行
を
以
て
金

_

機

關

.©
中
樞

^

し
、而
し
て
之
を
包 

園
す

る

市
中
銀
行
は
純
然
れ
る

預
金

銀
行
の
領
域
を
株
守
し
、ぬ
較
的
藝
固
な
る
狀
態
に
於
て 

螫
業
を
行
ひ
つ
、
あ
る
も
の
な
る
を
以
て
，假
令
ひ
英
國
自
ら
交
戰
國
の

1

員
ミ
し
て
戰
関
に

. 

鏖
加
す
る
も
、自
國

0
'
.領
土
を
擧
げ
て
戰
亂

0

*W

す
る
に
非
す
、又
敵
國
海
軍
の
爲
め
に
®
國 

ル
ロ
岸
線
を
脅
さ
る
、
の
恐
殆
ど
絕
無
な
る
場
合
に
は
、英
國
人
特
有
の
自
制
心
を
發
揮
し
て
、冷

靜
の
態
度
を
以
て

.、事

R

腐
す
可
き
の
道

BI

Sる
.

£
實
は
斯
，の
如

_

1
.b 

3 

i
 

$

免
か
れ

f

し

る

ち

殊
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汗

r
r
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气
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踢
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政
府
の

.
_

康
未
定
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問
は
、早
ぐ
恐
慌
じ
接
し 

力.

身

き
M

r

®

の
見
て
以
て

‘

怪
辩
の
念
に

.

*

へ，
ざ
る
所
な
'ち

fれ
と

も

0ひ
て
一

‘
#

す
々
為
敦
金
融

市
馨

し

く

は

其

金

融

基
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警
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農

ま
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f
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暮

⑩
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f

f

し
つ

“

"

”
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t

レ，，
て
；
度
び
裏
面
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i

金
融
市
場

I

況

I

ん
か

I

危
險
|

子
穴 

し
、
M 

^
 

^
 

W

る

«

t

臨
ん

.で
、直

S

も
脆
弱
な
る

#

面
に

破

f

 

_
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圏

高

き
0

上
：，
，、外

に

內

國
^

流
適
す

.

る

|

ド

パ

？

^

k

-

9

】

が
破
を

.下
ら
ぎ
る
の
事
實
に

'
徵

す

れ

ば

'偸

け

？
r
 
,

の
3

礎

の

鞏

固

な

る
I

て

何
人

も

異

議

を

採
H

る
I

 

斯
る
：金
貨
準
備
を
以
て
、支.

挪
.

ふ
可

.

き
懷
務
の

.

E

額

fこ
ビ
を
_

*.
す
れ
ば
、

準
備
の

I

な
る
を
許
す
能
似

I

R
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ト
K
 

I
ク

キ
'

ザ，，
ス，

f

1

.

ニ
ン

f

ゲ
.
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i
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著
は
し
此
事
傾
を
指
摘
し
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準
備
補
充

)

.

のレ必
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.
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エ
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ぎ
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實
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徵
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礎
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S
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な
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5

て
何

人

も
異

議

を

採

高

は
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S
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企
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を

以
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、支
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な
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六0
デ
.
ン
•
シ
.H

ス
タ
ト
氏
等

.の
如
き

'市
中
太
鈒
行

-0
« '
營
潜
亦
之
於
同

1
.の
®

見
を
持
し
、朝
野
に 

訴

.へ
て
、以
て
此
問
題
の
解
.決
に
勉
め
だ

.
i

現
，に
今
向
の
恐
«
製
來
に
先
だ
つ

1
1

句
前
、ナ

I

フ
 

モ
リ
ッ
ク
巧
シ
ユ
ス
タ
ー
は

SC
管
理
す
る
倫
敦

.ス
ミ
ス
銀
行
の
株
主
總
會

'^
於
て
、此
問
題
に 

論
双
し
、佛
、獨
、露
の
詣
中
央
，銀
行
が
近
時
频
に
金
食
を
吸
收
蓄
藏
す
る
事
實
を
指
摘
し
'

「

今
日

.K J 

を
英
國
が
金
利
步
合
：に
於
け
る
急
劇
の
變
動
ど
興
金
自
由
市
場
た
る
の
故
を
以
て

ie
る
腿
迫 

ビ
を
避
く
る
爲
め
に
、金
貨
準
備
を
：裳
固
な
ら
し
む
る
方
策
を
實
行
す
る
の
時
期
な
る
こ
ビ

」

を 

陳
述
し

*

办
。 

：

數
年
の
久
し
き
に
亘

6

て、斯
る
金
貨
準
備
補
充
論
の
行
は

'る

、

に
拘
は
ら
ず
、容
易
^
解
決 

の
機
運
に
就
か
ず
、依
然

^

し
て
硏
究
討
議
の
間
に
彷
徨
し
つ

V

あ
'
6

た
る
は
何
故
な
る
か
。與 

|

顷
因
は
金
貨
準

_

補
充
の
爲
，め
に
生
ず
る

«

用
の

.
負
擔
大
な
る
を
想
像
し
何
人
も
自
&
維 

ん
で
之
に
當
る
を
欲
せ
ず
、又
何
入
を
し
て
之
を
負
擔
せ
し
む
る
を
茧
當
ど
す
る
や
與
說
の
紛 

々
た
る
の

1

事
に
外
な
ら
ざ

.る
，可
く
、觅
に
他
の
原
因
を
求
め
ん
か
楗
來
の
革
貨
準
備
を
以
て 

し
て

'平
時
の
必
要
に
應
ず
る
に

.

®
か
ら
ざ
る

1

方
に
、金
融
の
緊
鍁
若
し
く
は
金
融
市
場
の
動 

0に
際
し
て
は
、
®

に
英
窗
銀
行
の
割
引
政
策
に
依
て
外
國
よ

6

佥
貨
を
吸
收
す
可
く
、又
外
國

l

i

l

r

f

;

 

.

.

S

下
し
？

資
金
を

f

の
形
f

於
て
、囘收
し
得
る
こ

I

豫
想
し
た
る
の
一
事
を
舉 

•

.

け
ざ
る
可
か
ら
ず

3

「

H

コ
ノ
ミ
ス
ト

」

が
上
記
シ
ユ

.

ス
タ
1

R

の
意
見
を

I

し
た
る
後
に 

之
に
劉
す
る
批
評
を
試
み
、金
貨
準
備
を
擁
護
す
る
爲
め

R

は
、外
國
に
對
す
る
資

金

の
融

S
を 

ま

す

る

の

J

策
な
る
こ
ど
を
云
ひ
、

5

言
.

を
繼
ひ
で

4

國
に
資
金

.

の
貸
出
を
制
限
す
る

®

 

f

外
5

2

人
が
現
に
外
國
に
.融通
し
た
る
資
金
を
囘
收
し
得
る
の
事
實
は
屢
々
此
、
ぶ依 

て
忘
却
せ

&

る

ノ
が
如
し
。菩人
は
大
な
る
苻
價
證
券
の
所
有
者
に
し
て
、而し
て
此
有
價
證
涉 

た
る
、世界
到
る
所
に
於
て
責
却
す
る
を
得
べ
く
、隨.て吾
人
は
外
_
の
奴
时

S

し
て
、有價
货

-

の
f

 

.

i

て
之
，に當
る
を
雛
し
ビ
せ

t

同
ょ

-
V

充
分
な
る
金
貨
準
備
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を
昕
有
せ
ざ 
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を
要
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戀
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割
引
政

s
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T

I
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す
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謂
I
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ぶ
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I
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所
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。
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於け

る
燠

地
利
、
白耳義

雨
國
首
府
株
式
取
引
所
聞
鎖
を
發
端
ヾ

」

し
、觅
に
二
十

L

ョ
に

§

/ 

て
伯
林
偷
敦

Q

兩
株
式
取
引
所
共

。
£

 

f

蒙
i

に
5

日
■

銀
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S

货
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P
 

段

ノ
し
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I
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？
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七
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2
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姥
，)

不
明

/ 

3t
べ
七
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三
十

「

日
改
滋)

，同

:

四

.名

(

七
月
二
十
九
日
改
忠

3

同
，

五

(

七
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三
十
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六

(
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三
十

}
日
敗
定)

同

五
._ 

'司

.
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ニ 
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二K

こ
1

開
戰

5

週
間
、歐
洲
大

S

國
の
中
央

.銀
行
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一
：

i
 

f

の
弓
上
を
行
ひ
た
る
の
事
實
は
甚
だ
明
瞭
に
し

I

局
f
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跳
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前
後
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市
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笫
八
铖 

六
ニ

於
て
英
國
以
外
の
强
國
が
平
和
の
狀
璐
に
居
り
、國
際

.間
に
於
け
る
金
，货
出

'
入
の

B

II
1
.維
持
せ 

ら
る
、
こ
ど
を
以
て
重
粟
な
る
條
件

^

せ
ざ
る
可
か
、

b

ず
。今
囘
の
如
く
歐
洲
の
賭
國
虛
く
戰 

爭
に
參
加
し
、某
交

«

國
た
る
の

.

^
を
，以： .

て
、各
戰

0

佘
融
.市
場
を

.睡
じ
'
T

_
 r

啤
碎
橼
鄙
を

_

 

起
し
た
る

.
場
合
.e
は
.、英

爾

銀

行

の

强

：
太
な
る
一
勢
力
#

以
て

.す
る
も
、割
引
政
策
を
し
て
有
効
な 

&

し
む

.
る
に
，
.雛
.
く
、又
外
國
株
武
取
引
所
の
岡

.,
®

相
次
'ひ
，
で

起

る

こ.迄
：今2

1
,

の

如

く

爲

る

^

於 

て
は
、假
令
ひ
平
生

_

際
的
'市
場
：を
有

'す

-
る
有

價

證

券

：を■

す
る
；
私

者

を

，賣

却

し.て
、金

货

吸

收 

0 

t

手
段
ビ
す
る
に
何
：等
の
道

•な
き
に
至
ら
ざ
る
を

.得

.申
。平

時

；に.於「

.て

.露
固
を

.以
て
，
稱

せ.
ら
. 

れ
れ
る

.偷
軟
金

_

市
場
.が
弗
和
狀
滕
の
破

*

K
lt
:レ
て
某

S

を
.傷
：け

ら

，
れ_

憐
を
招

.：敎

.し
'. 

た
る
.

^
要
す

る

^

平
和
時
代

.に
：効
‘果
お
.
る
處
罈
が

「

戰
.嗔
に
.職
：ん
で
、
»

等
，1

す
の

«

な
き

S

,
 

れ
る
縈

«

て
«

な
.
る
原
：_

ミ
せ
^

る
可
か
，ら
赉
。

E

駒戰前：
の

.金
，貨

出

入

狀

態

塊
■

爾
國
の
國
交
が
危
機
の
頂
點
に
璞
し
た
る
は
、七
月

1
1

十
衾
日

.

ょ
：办
阏
ニ
；十
五

0

R

M

 

る
間
な
る

.

が
、其
，影

響

の

金

融

市

場

に

波

及

し

て

、外
部
に

'

破
硖
鞞
を
露
し
作
る
は
せ
月
二
十
七
’日
へ
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四

場
利
率
は
其
德
準
ビ
す
る
所
を
失
ふ
に
茧
れ
り
ビ
雖
も
、市
場
に
於
け
る
資
金
の
融
通
を
®
難 

な
ら
し
む
る
ま
で
騰
貴
し
た
る
は
勿
論
に
し
て
、又
斯
く
騰
貴
す
る
：ま
で
，公
定
步
合

S

調
節
を 

保
つ
爲
め
に

#:
々
上
進
し
れ
る
こ

V
J

も
疑
を
容
る
可
炉

&

ず
。斯
大
陸
諸

.國

.

.
^
於

け

る

金

利
 

步
合
の

3

進
は
偷
敦
金
融
市
場
に
於
け
各
金
貨
の

出
入

若
し
く
は
英
爾
銀
行
の
營
業
狀
態
に 

如
何

.

な
る
影
響
を
及
ぼ
し
た
る
か

。ft.
'
敦
‘市
場
が
外
國
ょ

今

取
‘付
け

&

る
.、
金
貨
の
高
漸
く
多 

き
を
加
へ
：て
、

1

方

：に

外

國

ょ

ぅ

受A

る

>金貨
の
高

.
•之
；に
及
：ば
す
、爲
：め

」

に
英
蘭
銀
行
の
正
貨 

維
備
を
減
少
す

’る
に

’至
ら
し
め
れ
る

.は
當
然
の
事

®
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塊
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憚
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付
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狀
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れ
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營
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仲
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る
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